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て,high speed camera に位相差顕微鏡を接続し蒸留水による細胞形態への影響を調べ,4 倍から 7 倍ま
で容積が増大し約 7,8 分間破裂までに時間を要することを示した.次に electric volume の測定可能な
flow cytometer を用い,低浸透圧における容積の経時的変化を確認した.その結果,1/8 程度までの mild
な低浸透圧では RVD が生じることが観察された.さらに低浸透圧による殺腫瘍効果を確認するため
蒸留水を接着細胞と浮遊細胞に一定時間暴露した後,癌細胞の viability を 48 時間再培養した後の増
殖細胞数で検証した.その結果,時間依存的に viability は低下し,蒸留水の様な severe な低浸透圧では
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